
特製おにぎり　いただきます！特製おにぎり　いただきます！
10月6日、青森県産米需要拡大推進本部が主催する「年長さんおにぎり教室」10月6日、青森県産米需要拡大推進本部が主催する「年長さんおにぎり教室」

をあかね幼稚園で開催。年長の園児18人が県産のブランド米「青天の霹靂」をあかね幼稚園で開催。年長の園児18人が県産のブランド米「青天の霹靂」
でおにぎり作りに挑戦しました。園児はのりやごま塩、サケフレークを使っでおにぎり作りに挑戦しました。園児はのりやごま塩、サケフレークを使っ
た思い思いの大きさのおにぎりを作り、おいしそうに頬張っていました。た思い思いの大きさのおにぎりを作り、おいしそうに頬張っていました。
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一般会計の歳入は119億3615万円。前年度に比べて27.4%の減となりました。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　9万7666円
（町税16億7594万円÷令和4年3月末人口　1万7160人）

町税（14.0%）
16億7594万円

町税の内訳
町民税　　　� 6億565万円
固定資産税　� 9億478万円
軽自動車税　　 � 7122万円
たばこ税　　　  �9429万円

繰入金(3.0%)　3億5766万円
繰越金(1.1%)　1億3365万円
諸収入(1.1%)　1億2487万円

その他収入(4.7%)　5億6100万円
地方交付税（42.4%）
50億6079万円

町債（6.4％）
7億6357万円

国・県支出金（22.3%）
26億6566万円

地方譲与税・交付金(5.0%)
5億9301万円

自主財源
　町税や町の施設使用料、手数料など、町が自ら徴収できる財源。

依存財源
　国が自治体に交付する地方交付税や、国・県などからの補助金。
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実質収支比率

7.1％
（昨年度より2.9ポイント減）

　歳入から歳出を差し
引いた差額から翌年度
に繰り越すべき一般
財源を控除した額（実
算収支）の標準財政規
模に対する割合。

財政力指数

0.28
（昨年度より増減なし）

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

経常収支比率

82.2％
（昨年度より4.4ポイント減）

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に、人件費などの
経常経費がどの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指標。

歳入
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一般会計の歳出は114億2561万円。前年度に比べて、27.5％の減となりました。

町民一人あたりに使われた額　66万5828円
（歳出額114億2561万円÷令和4年3月末人口　1万7160人）

歳出
  （目的別）

総務費（21.8%）　24億8409万円

民生費（28.0%）　32億196万円

衛生費（9.2%）　10億5468万円

農林水産業費（5.4%）　6億1731万円

公債費（11.1%）　12億6386万円

その他（商工費など）（5.2%）　5億8854万円

歳出
  （性質別）

土木費（8.2%）　9億4121万円

消防費（4.0%）　4億6084万円

教育費（7.1%）　8億1312万円

人件費（13.0%）　14億8234万円

扶助費（17.9%）　20億4918万円

公債費（11.0%）　12億5837万円

物件費（16.6%）
18億9701万円

補助費等（12.8%）
14億5893万円

積立金（5.7%）
6億5447万円

操出金（12.4%）
14億1559万円

その他（維持補修費など）（1.6%）
1億7960万円

普通建設事業費ほか（9.0%）
10億3012万円

義務的経費
41.9%

経常的・その他の経費
49.1%

投資的経費
9.0%
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基金残高

　基金には、財源不足を補うため
の財政調整基金や地方債の返済を
計画的に行うための減債基金など
があります。

返済が2年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

69億4131万円
（昨年度より2億6082万円減）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一般
財源の規模の大きさを示す指標
で、各収支比率等の財政指標の分
母となる数値。

借入金の残高 標準財政規模

100億円
80億円
60億円
40億円
20億円

その他基金
58億3083万円

その他基金
56億340万円

減債基金
31億1100万円

減債基金
32億4172万円

2年度
111億225万円

3年度
119億6048万円

200億円

100億円
一般会計
129億3043万円

一般会計
133億8892万円

特別会計
42億8594万円

特別会計
43億8689万円

2年度
177億7581万円

3年度
172億1637万円

財政調整基金
23億8785万円

財政調整基金
28億8793万円

120億円
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一般会計の主な事業と決算額
　どんな事業にどれぐらいのお金が使われたのか、
総合振興計画の6つの柱ごとにお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち 
農業振興事業 2億2485万円
観光施設管理事業 2億2303万円
商工業振興事業 1億3816万円
農村整備事業 9441万円
観光振興事業 4210万円

保健・医療・福祉が充実して安全・安心・快適に暮らせるまち
児童福祉事業 11億701万円
老人福祉事業 7億6249万円
障害者福祉事業 6億7100万円
道路橋りょう新設・維持改修事業 6億6402万円
消防・防災事業 4億6084万円
健康診査・予防接種事業 2億9762万円
地域交通対策事業 1億3657万円
町営住宅管理･建設事業 5139万円
災害対策事業 3964万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
環境整備事務組合負担金 3億1150万円
下水道事業繰出金 3億155万円
ゴミ収集運搬事業 5386万円
公園管理事業 1528万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立 1億7658万円
地籍調査事業 246万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
幼稚園管理事業 4億3655万円
小・中学校管理･教育振興事業 1億9975万円
保健体育施設管理運営事業 6333万円
文化財保護事業 5052万円
公民館等管理運営事業 2683万円
語学指導外国青年招致事業 1584万円

協働と参画により町民が主役になるまち
地域振興基金の積立 3億9915万円
自治振興事業 4054万円
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健全化判断比率等の公表 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、町の財政状況を判断するための指標を
公表します。

健全化判断比率 資金不足比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示す
比率で、早期健全化基準の範囲内で運営することが望
ましいとされています。

区分 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 － 14.07%
連結実質赤字比率 － 19.07%
実質公債費比率 7.4% 25.00％
将来負担比率 － 350.00％

※実質赤字額および連結実質赤字額がない場合は、
「－」で表示しています。

実質赤字比率
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
連結実質赤字比率
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
実質公債費比率
　借金の返済のためのお金が、通常見込まれる収入に占める額
の比率です。

将来負担比率
　将来負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入に
占める額の比率です。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 － 20.00%

公共下水道事業
特別会計 － 20.00%

農業集落排水事業
特別会計 － 20.00%

町営地方卸売市場
特別会計 － 20.00%

※資金不足がないため、「－」で表示しています。

　令和3年度決算に基づく健全化判断比
率および資金不足比率は、いずれも健
全であることを示しています。

特別会計決算 特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別にして、経費を管
理するための会計です。特別会計の決算状況をお知らせします。

会計名 決算額および前年比
歳入決算額 前年比％ 歳出決算額 前年比％

学校給食センター特別会計 1億9539万円 7.9 1億9539万円 7.9
農林漁業体験実習館事業特別会計 6594万円 0.2 6588万円 0.2
国民健康保険特別会計 22億7912万円 △2.9 22億7505万円 △3.0
介護保険特別会計 28億4095万円 2.1 27億3741万円 1.0
介護サービス事業特別会計 462万円 △3.6 462万円 △3.6
後期高齢者医療特別会計 2億5353万円 1.3 2億5352万円 1.3
病院事業会計 11億5959万円 2.3 11億8254万円 6.9
公共下水道事業特別会計 2億7687万円 △4.6 2億5500万円 △12.1
農業集落排水事業特別会計 2億2330万円 △10.6 2億2330万円 △10.6
町営地方卸売市場特別会計 30億4467万円 3.2 30億3826万円 3.1
大字上名久井財産区特別会計 5237万円 △8.8 421万円 △44.4
大字平財産区特別会計 333万円 △0.9 8万円 130.6
大字平字下平外14字財産区特別会計 1836万円 4.3 175万円 3.9
大字下名久井字田端外17字財産区特別会計 2791万円 △1.8 203万円 △8.8
大平財産区特別会計 582万円 6.8 18万円 △12.1
名久井岳財産区特別会計 2288万円 △20.5 157万円 △81.1

合計 104億7465万円 0.8 102億4079万円 0.7
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①すでに持っている方・・・準備ができ次第、マイナンバーカード
に記載の住所へ郵送します

②まだお持ちでない方・・・カード交付を受けた際に職員から手渡します
（令和5年3月31日までに受取った方）

※①・②ともに、南部町の住民である（住民基本台帳に記録がある方）ことが条件です。

のなんぶぼたんかーど商品券を交付します。

南部町では、マイナンバーカードを持っている方に、

【お問合せ】

住民生活課 ☏０１７８－３８－５９６３（直通）

専用窓口直通電話 ☏０８０－２８４８－０４４８ まで

窓口は現在大変混んでいます。
左のＱＲコードからご予約の上
ご来庁ください。

マイナンバーカード
のお知らせ

〇１１月１９日（土）８時１５分～１７時まで ※同日「農産物フェア」開催

〇１１月２０日（日）８時１５分～１７時まで ※同日「鍋まつり」開催

〇１２月 ３日（土）８時１５分～１７時まで

〇１２月１７日（土）８時１５分～１７時まで

〇１２月１８日（日）８時１５分～１７時まで

１１月と１２月の役場窓口の休日開庁の日程について

※開庁するのは役場本庁舎です。各支所は閉庁しています。
※１１月１９日（土）、２０日（日）はイベント開催のため、なんぶちぇりバス等をご利用ください。

※12時から13時は除きます

★必要な書類
【申請時】申請書、本人確認書類
【交付時】決定通知書、本人確認書類、通知カード ほか

※必ずご本人がご来庁ください。
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名川支部管内で
交通死亡事故ゼロ1000日達成

福地支部管内で
交通死亡事故ゼロ500日達成

あたたかい善意に感謝します 健康づくり事業功労者等表彰

　10月3日、八戸法人会三戸支部（石亀和郎支
部長）が図書カード3万円分を寄贈してくださ
いました。　
　寄贈に訪れた中村正寿副支部長は「町の発展
や、子どもたちが勉強に励むことができるよう
図書室の充実に活用してもらえれば」と話しま
した。

10月18日、福地支部管内で交通死亡事故ゼロ
500日を達成し、三戸地区交通安全協会福地支
部（八木田憲司支部長）と三戸地区交通指導隊
福地支隊（佐々木充澄支隊長）に、三戸警察署
（對馬勝治署長）および三戸地区交通安全協会（宮
村純吉会長）から表彰状が贈られました。
八木田支部長と佐々木支隊長は「町全体で表
彰される基準の600日を目指し、さらに今の記
録を伸ばせるよう頑張りたい」と話しました。

9月6日、名川支部管内で交通死亡事故ゼロ
1000日を達成し、三戸地区交通安全協会名川支
部（藤田信義支部長）と三戸地区交通指導隊名
川支隊（小田原勉支隊長）に、三戸警察署（對
馬勝治署長）および三戸地区交通安全協会（宮
村純吉会長）から表彰状が贈られました。
藤田支部長と小田原支隊長は「ようやく1000
日。これからも1500日達成を目指して、皆さん
と協力して頑張っていきたい」と話しました。

報告に訪れた藤田支部長㊥と小田原支隊長㊧ 報告に訪れた八木田支部長㊨と佐々木支隊長㊧

工藤町長に図書カードを手渡す中村副支部長㊧

　9月2日、長年にわたる健康づくり活動が評価
され、宮澤歯科医院の宮澤誠院長と、町食生活
改善推進員会（掛端麻美子会長）が、青森県健
康づくり事業功労者等表彰を受賞しました。
　宮澤院長は町民の歯科保健の向上に、町食生
活改善推進員会は食生活改善に大きく寄与され
たことが評価され、今回の受賞に至りました。

受賞した宮澤院長㊨と町食生活改善推進委員会の
掛端会長㊧
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のびやかな唄、優美な手踊りを披露
南部七唄七踊り全国大会　3年ぶり開催

9月25日、町民ホール「楽楽
ホール」で南部七唄七踊り全国
大会が開催され、町内外から出
場した46人が自慢の唄や踊りを
競い合いました。
新型コロナウイルス感染症の影
響で3年ぶりの開催。出場者たち
は華麗な唄と踊りを披露し、客席
からは大きな拍手が送られました。
町内の入賞者は、七踊りの大
人の部で月舘由香理さんが3位、
同子どもの部で田中椿さんが3位、
七唄の中・高生の部で松原佑奈さ
んが準優勝、同小学生の部で松
原伶奈さんが準優勝に輝きました。

七踊り 大人の部・月舘由香理さん

町内小中学生　美しい音色を堪能
国際音楽の日　南部町音楽会

9月30日、音楽文化の振興を図ることを目
的に、町民ホール「楽楽ホール」で南部町音
楽会を開催。町内の小中学生220人がプロの
音楽家の演奏を堪能しました。
新型コロナウイルス感染症の影響で3年ぶ
りの開催。南部町名誉町民の故川守田三次郎
さんのご支援により、旧名川町で平成7年か
ら開催されており、今年で26回目です。
音楽会では、国内外で活躍される森知英さ
んと渋谷かおりさん、藤田純子さんの3人が
出演し、ピアノとドリマトーンで唱歌やクラ
シックなどの名曲を披露しました。小中学生たちはプロが奏でる美しい音色に聴き入りました

七踊り 子どもの部・田中椿さん

七唄 中・高生の部・松原佑奈さん 七唄 小学生の部・松原伶奈さん
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町天然記念物  赤石けやきの治療がはじまりました

　連携中枢都市圏の取り組みを紹介します

9月9日、青森県樹木医会によって、赤石地区
の十二神社参道脇に立つ町天然記念物「赤石け
やき」の治療が行われました。
「赤石けやき」は推定樹齢400年以上で、幹周
りが7.95m、樹高が23mあり、長年地元の方々
に大切に保存管理されてきました。しかし、交
通量の多い県道に隣接するため、近年、融雪剤
等による土壌の変化により、けやき特有の瘤

こぶ

へ
の腐食が見られはじめ、樹勢が衰弱しつつあり
ました。
そこで、今回はじめて、青森県林業コンサル
タント助成のもと、県樹木医会が赤石けやきの
治療に乗り出すこととなりました。
木周辺の土壌のpH値を測定したところ、生
育に悪いアルカリ土壌となっていることが判明
したため、今回は土壌改良により中和し、発根
剤を散布、腐食により穴があいた空洞には土壌
資材を詰めました。

治療を担当した青森県樹木医会の斎藤嘉次雄
樹木医は「通常は単年度の治療となるが、赤石
けやきは巨木であるため、2か年での治療が必
要。2年がかりでの治療は初めてのケース」と
話しました。

八戸都市圏交流プラザ運営事業
八戸圏域では、首都圏での圏域
ブランドの認知度向上や販路拡大
のほか、関係人口の増加や移住・
定住・UIJターンの促進などを図
るため、令和2年9月、東京都内に
八戸都市圏交流プラザ「8

エイトベース

base」
をオープンしました。
8baseでは、圏域8市町村の食
材を使った料理の提供や地場産品
の販売のほか、圏域のファンづく
りのための交流イベントなどを開
催しています。
問合せ　八戸市　政策推進課
　　　　☎0178-43-9260

アクセス　�JR有楽町駅・JR新橋
駅から徒歩6分

　　　　　「日比谷OKUROJI」内
営業時間　11時~22時
定休日　　年末年始

外観外観

交流イベント交流イベント

販売している地場産品販売している地場産品

Webサイト
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ご検討ください。
１・２回目
は年内に

年内に１・２回目接種を
完了することを

初回接種（１・２回目接種）がまだお済みでない方へ

出典：厚生労働省ホームページ「国内の発生状況」をもとに作成

現時点での情報

■日本国内の新規感染者数（１日ごと）

年末年始の新型コロナの流行に備えましょう。

これまで2年間、年末年始の後に新型コロナは流行しています。
流行に備えて、重症化リスクの高い高齢者等はもとより、若い方にもオミクロン株対応２価ワクチンによる接種をおすすめ
しています。

１・２回目接種に使用している従来型ワクチンは、
年内で、国からの供給が終了する予定です。

初回接種またはオミクロン株に対応した２価のワクチン（オミクロン株対応２価ワクチン）での
追加接種をご希望の方は、なるべくお早めに受けてください。

計画的なワクチン接種をご検討ください。

オミクロン株対応２価ワクチンは、
１・２回目接種が完了しないと接種できません。

町では、オミクロン株対応２価ワクチンによる接種を開始しています。 オミクロン株対応２価ワクチ
ンは、１・２回目接種を完了した12歳以上の方が対象で、１人１回接種します。

このワクチンはオミクロン株に対して、従来型ワクチンを上回る重症化予防効果とともに、持続期
間が短い可能性があるものの、感染予防効果や発症予防効果も期待されています。

オミクロン株対応２価ワクチンは、追加接種として臨床試験を実施し、有効性・安全性が確認され
ているため、従来型ワクチンによる１・２回目接種を完了している方が対象です。

ワクチンの種類が増えました。
BA.1かBA.4-5の

いずれか早く打てるワクチンで
１回接種をしましょう。

〈 オミクロン株対応２価ワクチンの種類〉

接種の対象と使用するワクチン

（※）2022年10月時点では、オミクロン株対応2価ワクチンは、11歳以下は接種対象となりません。

■新型コロナの従来株とオミクロン株に対応したワクチン（「オミクロン株対応2価ワクチン」）の接種
は、初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての方が対象で、一人１回接種できます。

■１・２回目接種を完了した12歳以上で最終接種から３か月以上経過している方は接種可能です。

オミクロン株対応２価ワクチンの種類と特徴

来型ワクチン（※）を上回る効果が期待されます。 （※）新型コロナの従来株に対応した１価ワクチン

◯ BA.1、BA.4-5 は、いずれもオミクロン株の種類（亜
系統）です。（右図参照）そのため、BA.1 対応型
であっても、BA.4-5 対応型であっても、現在流行の
中心であるオミクロン株に対しては、従来型ワクチン
を上回る効果が期待されています。

（※）出典をもとに改変
出典：Wang, Q., Guo, Y., Iketani, S. et al. Antibody evasion by SARS-CoV-2 Omicron

subvariants  BA.2.12.1, BA.4 and BA.5. Nature 608, 603-608 (2022).

２種類の2価ワクチン（BA.1対応型／BA.4-5対応型）が使用可能ですが、いずれも従

〈 新型コロナウイルスの変異株の枝分かれ（系統樹）〉

◯また、BA.1対応型であっても、BA.4-5対応型であっ
ても、従来株とオミクロン株の２種類の成分があるこ
とにより、誘導される免疫も、より多様な新型コロ
ナウイルスに反応すると考えられます。

■２価ワクチンは、従来株の成分に加え、オミクロン
株の成分が含まれています。オミクロン株の成分に
２つの種類（BA.1とBA.4-5）があるため、2種類の
ワクチンがあり、その効果は以下の通りです。

ワクチン接種事業対策室（南部町健康こども課内）
ＴＥＬ ０１７８－７６－３３２３ ＦＡＸ ０１７８－７６－３９０４

お問合せ先
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◯また、BA.1対応型であっても、BA.4-5対応型であっ
ても、従来株とオミクロン株の２種類の成分があるこ
とにより、誘導される免疫も、より多様な新型コロ
ナウイルスに反応すると考えられます。

■２価ワクチンは、従来株の成分に加え、オミクロン
株の成分が含まれています。オミクロン株の成分に
２つの種類（BA.1とBA.4-5）があるため、2種類の
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お問合せ先
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

11月18日　運動あそび
11月25日　お誕生会
12月9日  　楽器あそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

11月16日
12月7日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

11月14・21・28日
12月5日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

11月16日　お誕生会
12月7日　  粘土あそび
12月14日　シールであそぼう

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

11月15・17・22・24日
12月6・8・13・15日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

11月17日　ベビーマッサージ教室④
11月24日　保健講座②
12月1日　  手押し車あそび
12月8日　  ぴっぴサロン

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801
ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時~11時30分

12月6日　  マット・ボールあそび
12月13日　クリスマスグッズ作り

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更とな
る場合がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問
い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　　問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

3歳児健康診査 H31.3～H31.4生 11月17日（木） 11時45分～12時20分
ゆとりあ乳児健康診査 R4.6～R4.8生 12月1日（木） 12時15分～12時45分

1歳6か月児健康診査 R3.4～R3.5生 12月8日（木） 12時15分～12時45分
※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　11月14日㈪、12月12日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　11月9日㈬、12月14日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、B型肝炎、
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

児童虐待とは
▶身体的虐待　�殴る、蹴る、叩く、投げ落と

す　等
▶性的虐待　　�子どもへの性的行為、性的行

為を見せる　等
▶ネグレクト　�食事を与えない、不潔にする、

病院に連れていかない　等
▶心理的虐待　�暴言、無視、兄弟間での差別

的扱い、子どもの目の前で家
庭内暴力（DV）等

虐待を受けていると思われる子どもを見つ
けたり、子育てに悩んだりしたときは、下記
の窓口に連絡してください。
連絡した人の秘密は守られます。あなたの
一報で救われる子どもがいます。

問合せ
▶児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 1

いち・はや・く

8 9
※近くの児童相談所につながります。
▶子育て世代包括支援センターぴよすく
　（健康センター）　☎0178-60-7100　　　　

11月は児童虐待防止推進月間
子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さ
んなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。

子育て通信
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「すこやか南部」通信 問合せ	 健康こども課（健康センター）
	 ☎0178-60-7100

パート3

最近、ちゃんと眠れていますか？
睡眠は、健康を維持するために大切な要素の一
つです。適正な睡眠時間は個人差がありますが、
昼間に眠気を感じるようなら、睡眠に問題がある
ことが考えられます。
睡眠不足や睡眠障害（不眠症や過眠症など）が
続くと、高血圧や糖尿病などの生活習慣病のリス
クが増大するほか、集中力の低下や事故などの原
因にもつながり、放っておくと、うつ病の原因に
なることもあります。

もしも、眠れない日が2週間以上続いていたら、
専門医（神経内科・精神科）やかかりつけ医に相
談しましょう。

その不眠、もしかしてうつ病かも…
「なかなか寝付けない」「夜中に目が覚めて眠れ
なくなる」などの症状が続いていたら、それはう
つ病などの、こころの病気のサインかもしれません。
うつ病患者の多くに不眠の症状がみられたとの
データがあり、慢性的な不眠はうつ病に移行する
可能性が高いとも言われています

気持ちの良い睡眠を手に入れるために、生活
習慣を見直しましょう
気持ちのよい睡眠とは、ぐっすりと眠る「質の
よい眠り」のことです。良質な睡眠を得るためには、
一日の生活リズムを整えたり、心身をリラックス
させたりすることが大切です。

不眠の種類
　�大きく次の3つに分類することができます。
▶入眠障害　�寝床に入ってもなかなか眠れず、

寝付くまでに30分以上かかる
▶中途覚醒　�夜中に何度も目が覚めてしまい、

もう一度眠りにつくのが難しい
▶早朝覚醒　�予定の起床よりも、2時間以上早く

目が覚めてしまう

質の良い眠りを得るための、生活見直しのポイ
ント
▶毎日同じ時間に起床する
▶朝食はしっかりとり、夕食は就寝３時間前ま
でに済ませる
▶日中は適度に体を動かすことを心がける
▶就寝前のお酒やカフェインは控える
▶就寝前は、強い光を避けてリラックス
▶寝室を眠りやすい環境に整える
▶眠くなってから寝床につく
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令和5年4月入園　認定こども園等の園児を募集します

南部町子育て世帯臨時特別給付金
青森県では、新型コロナウイルス感染症の影

響が長期化するなか、食材費等の物価高騰に直
面する子育て世帯の生活を支援するため、対象
児童を養育する県内在住の支給対象者に対し、
「対象児童一人あたり2万5000円の臨時特別の
給付金」を支給することとしました。南部町で
は、10月から随時支給を行っています。
申請が必要な支給対象者で申請がお済みでな

い方は、期限までに手続きしてください。
※令和4年9月分の児童手当受給者へは、10月
21日に児童手当振込口座へ支給済みです。

対象児童　�平成16年4月2日～令和4年9月30日
までに生まれた児童

申請方法
①令和4年10月分（令和4年9月中に生まれた児

童）の児童手当受給者
　申請は不要です。11月中に支給します。
②令和4年9月30日時点で高校生のみを養育し

ている生計維持者、または公務員
　申請が必要です。該当すると思われる方へ書
類を送付していますので、期限までにご提出
ください。

申請期限　12月31日（土）※消印有効

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

施設区分 支給認定の申請および施設の利用申込み 参考　町内にある施設提出先 時期

保育施設
▶保育所
▶認定こども園
　（保育）

▶健康こども課
　（健康センター）
▶住民生活課
▶福地支所
▶南部支所

▶申込書配布開始日
　11月7日（月）
▶申込期間
　11月14日（月）～
　令和5年1月6日（金）

▶チェリーこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0178-51-8585
▶なんぶこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0179-23-0505
▶福地こども園 (社会福祉法人 青い海の会)
　☎0178-51-9756
▶認定こども園あかね幼稚園 (学校法人 高渕学園)
　☎0178-76-1801

教育施設
▶幼稚園
▶認定こども園
　（教育）

利用希望施設

※募集時期等は各園によっ
て異なるため、利用希望
施設にお問い合わせくだ
さい。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

提出書類
▶支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
▶世帯の状況を証明する書類（ひとり親、障がい者
（児）と同居等の場合）
▶保育の必要な理由を証明する書類（就労証明等）
▶提出者の個人番号（マイナンバー）の確認ができ
る書類（個人番号カードなど）

▶利用者負担額（保育料）を決定するための書類（令
和4年1月1日に南部町にお住まいの方は不要）

　⇒市町村民税課税額がわかる書類
　　（令和4年度所得課税証明書など）
※詳細は申込書の説明資料をご確認ください。

現在通園している園児の申込み（年長児を除く）
▶保育施設（保育所・認定こども園（保育））の方
　手続きについては、11月中旬にお知らせしま
す。町内施設の利用者には施設を通じて、町
外施設の利用者には郵送によりご案内します。

▶教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））の方
　手続きについては、現在通園している施設へ
お問い合わせください。
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達者de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

今年度の住民健診は受診されましたか？

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

町では30歳以上（女性がん検診は20歳以上）の方を対象に、特定健診・各種がん検診を実施しています。
健（検）診を受けることはご自身の健康状態を知り、生活習慣を振り返るチャンスです。ぜひ1年に1回、
受診しましょう。以下により受付していますので、まだお済みでない方はお申し込みください。

開催日　11月21日（月）
　　　　12月5日（月）・19日（月）
時間　13時30分～18時30分（最終受付18時）
場所　健康センター2階　運動指導室
内容
①�健康・栄養相談
②�血圧測定、体組成測定（体脂肪・筋肉量）、
血管年齢測定、骨密度測定、内臓脂肪量測
定（対象：20歳～74歳）　等

費用　無料

　健康センターにおいて毎月、健康相談を開催
しています。様々な測定をして、生活習慣の改
善やご自分の体の状態について考える機会とし
てみませんか？
※健診結果をお持ちの方は、最近の結果票をご
持参ください。
※事前にご予約ください。
※各種測定をする場合、1人30分～45分程度と
なります。
※初回利用者には「なんぶちょう健康マイレー
ジ」のポイントが１ポイントつきます。

集団健診　�健康こども課へお申し込みください。特定健診と各種がん検診（女性がん検診を除く）を一緒
に受診できます。

対象地区 健診日 健診会場 受付時間 申込先

全地区 11月20日（日） 南部公民館 7時~9時 健康こども課
☎0178-60-710011月27日（日）※ ゆとりあ

※11月27日（日）は託児所を開設します。ご利用希望の方は事前にご連絡ください。

個別健診　ご希望の健診機関へ、直接電話でお申込みください。
健診機関 電話番号 実施期間 国保人間ドック

南部町医療センター　 　 0178-76-2001 令和5年3月まで ○
八戸西健診プラザ　　　 0178-21-1717 令和5年3月まで ○

八戸市総合健診センター 0178-70-5563 令和5年3月まで ○
五戸町健診センター 0178-62-5510 令和5年2月まで ×

※受診できるがん検診の種類や受付時間などの詳細は、健診機関へお問い合わせください。

なんぶちょう健康マイレージのお知らせ 
健康診査、胃がん・肺がん・大腸がん検診を受診さ
れた方には、健康ポイントを付与します。合計10ポイ
ント貯まると商品券がもらえますので、ご活用ください。
※健康マイレージの詳細は、町ホームページをご確認
ください。

問合せ・申し込み　�健康こども課 （健康センター）　☎0178-60-7100
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参加者募集！　令和４年度 なんぶ健活講座

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
被保険者証の返却のお願い
医療機関での窓口負担が2割になった方へ、9

月中に新しい被保険者証を交付し、古い被保険
者証の返却をお願いしています。まだ返却され
ていない方は、被保険者証交付時に同封した返
信用封筒にて返却くださるようお願いします。
薬の飲み合わせに注意が必要な方、多くの薬を
服用している方へ
①薬の飲み合わせが悪いと、効果が十分に得ら
れなかったり、反対に効きすぎたりすること
があります。

②多種類の薬を処方されていると、飲み間違い
や副作用が起こることがあります。
上記①、②の可能性がある方へ、10月末にお

知らせをお送りしました。お知らせが届いた方
は、お知らせと全てのお薬手帳を持参し、かか
りつけ医またはかかりつけ薬局にご相談ください。
問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017-721-3821

新たに後期高齢者医療制度に加入された方の保
険料の納め方について
保険料は年金からの天引き（特別徴収）が原
則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入さ
れた方は年金からの天引きが開始されるまで時
間がかかるため、加入当初は納付書で納めてい
ただくことになります。
口座振替を希望される場合は手続きが必要で
す。これまで国民健康保険税を口座振替で納め
ていた方も、改めて手続きが必要です。
保険料は納期限内に納めましょう
保険料の納付にお困りの方は税務課へご相談
ください。災害により住宅等に著しく損害を受
けたり、世帯主の収入が著しく減少した場合な
ど、保険料の減免が認められることがあります。
保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い
被保険者証が交付されることがあります。
問合せ　税務課　☎0178-38-5962

場所　ゆとりあ　　入場料　無料
申込み　�開催3日前までに電話で要予約
※動きやすい服装で、運動靴・水分補給用の飲
み物を持参してください。

※健康マイレージポイント対象事業です。最大
１ポイントまでの付与となります。

開催日時 内容 講師
11月9日（水）
13時15分~15時40分
（受付13時~）

講話「家族ぐるみで生活習慣病予防~南部町中学生の健診か
ら見える生活習慣・食習慣~」 青森県立保健大学健康科学部看護学科　古川照美　氏

講話と運動「楽しくやろう!介護・生活習慣病予防のための運動」八戸学院大学健康医療学部人間健康学科　工藤祐太郎 氏
11月16日（水）
13時30分~15時40分
（受付13時15分~）

講話と運動
「100歳まで元気!その膝・肩はまだまだ使える!」 なかざわスポーツクリニック　医師　和田知樹　氏

12月7日（水）
13時30分~15時30分
（受付13時15分~）

講話「SOSの出し方　SOSのキャッチのしかた~いのちの電
話のスキルから~」

体操「心と体を軽くする心身脳体操」

あおもりいのちの電話　理事長　藤林正雄　氏
NPO法人心身機能活性運動療法青森県支部  代表  林ゆう子氏

12月22日（木）
13時30分~15時40分
（受付13時15分~）

講話「健康な体と口と歯でよりよく生きる」 イナムラ歯科医院　院長　稲村裕之　氏
講話と運動「健康づくり・介護予防のための運動とダンスの
実践~3つの花体操でアンチエイジング~」 八戸学院大学健康医療学部人間健康学科　佐貫綾乃 氏

※感染予防のため、マスクを着用してください。
体調のすぐれない方は参加を控えてください。
※新型コロナウイルスの感染状況により、予定

を変更する場合があります。
問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100
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町営住宅・特定公共賃貸住宅　入居者募集

一人でも多くの尊い命を救うために

入居募集住宅：町営住宅
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

苫米地駅前団地　9号、16号、19号 H2年度 木造2階建 2DK 1万8000円～2万6600円/月

入居募集住宅：特定公共賃貸住宅（特公賃）
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

向山団地 48号、50号 H10年度 木造平屋建 3DK 3万3100円~5万1500円/月

現地見学会　(現地集合・現地解散)
開催日 時間 住宅名

12月4日(日) 10時00分 ～ 10時15分 苫米地駅前団地（3戸）　　　※集合場所：9号
10時30分 ～ 10時45分 向山団地（2戸）　　　　　　※集合場所：48号

※ 現地見学をご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
※ 見学会にお越しの際は、交通ルールを順守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力をお願いします。

入居資格　同居または同居しようとする親族が
いる　／入居者と同居者の合計所得が月額15
万8000円以下 ※特公賃は月額15万8000円
以上48万7000円以下　／住宅に困窮してい
る ※特公賃は除く　／税金を滞納していない　
／入居者全員が暴力団員ではない

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居申込み　入居申込書を記入し必要書類を添
えて、11月18日（金）～12月9日（金）13
時までに建設課・福地支所・南部支所のいず
れかに提出してください。なお、入居希望者
が複数の場合は、住宅に困窮する度合いの高
い方から決定します。

骨髄ドナー助成制度のお知らせ
町では、骨髄等の移植の推進を図ることを目
的に、骨髄等の提供を完了した町民などに助成
金を交付します。
対象（すべての要件を満たすこと）
①ドナー
▶骨髄等の提供の完了を証明する書類の交付を
受けていること
▶骨髄等の提供が行われた日に南部町民である
こと
▶ドナー休暇制度がないこと、または全部もし
くは一部の期間のドナー休暇を取得していな
いこと
▶町の助成金と同様の他の助成金の交付を受け
ていないこと

②事業所
▶南部町民であるドナーを雇用している青森県
内の事業所で、ドナーに対しドナー休暇を付
与していること（地方公共団体等除く）
▶町の助成金と同様の他の助成金の交付を受け
ていないこと

助成金の額
①ドナー　�1日2万円（骨髄等の提供に要した通

院または入院の日数で、7日間を上限）
②事業所　�1日1万円（ドナーが取得したドナー

休暇の日数で、7日間を上限）
問合せ・申請先
　福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101
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令和5年用農業用免税軽油の申請

令和4年産の「南部達者米」を収穫しました
11月より新米を販売します！
9月下旬から10月中旬にかけて、令和4年産の

達者米を収穫しました。
令和3年産米は早い段階で売り切れてしまい、

皆さまにはご迷惑をおかけしました。今年もお
いしいお米が出来上がりましたので、購入をご
希望される方はお早めにお買い求めください。
達者米販売店舗　山金商店、チェリウス、
　　　　　　　　おらんど館、田岩酒店
販売価格　1㎏袋500円、2㎏袋1000円
問合せ　農林課　☎0178-38-5964

�

令和5年用農業用免税軽油の申請の受付を次
のとおり実施します。
農業や畜産業等を営む方が作業用トラクター

等に使用するために購入する軽油は、軽油引取
税の免税対象となります。
受付日・場所
　11月28日（月）・29日（火）・30日（水）
　いちょうホール　町民室
受付時間　9時~11時30分・13時~16時
対象者　農業、畜産業を営む方で農作業に使用
する機械を持つ農家

免税額　1ℓ当たり32円10銭
必要書類

必要書類 新規 継続 更新
耕作証明書 ○ ○ ○
免税軽油使用者証 - ○ ○
使用機械販売証明書 ○ - -
免税軽油の引取り等に係る報告書
（軽油納品書添付（写し可）） - ○ ○

返信用切手　　　 ○ ○ ○
返信用封筒(長形3号) ○ ○ ○
使用者証発行手数料（県証紙） ○ - ○
はんこ ○ ○ ○
継続：免税軽油使用者証の交付年月日が令和3
年3月1日以後の方

更新：免税軽油使用者証の交付年月日が令和3
年2月28日以前の方

以下の書類は事前にご自身で準備してください
▶耕作証明書　農業委員会で発行（300円）
　　　　　　　※要はんこ
▶返信用切手　460円分
▶封筒　長形3号　
※ご自分の住所・氏名を記入してお持ちください。
▶県証紙　400円分
　　　　　（再交付で更新の方は800円分必要）
※県証紙は商工会・農協等で購入できます。
注意事項
▶マスクの着用をお願いします。
▶体調のすぐれない方の来場はご遠慮ください。
▶受付日以外は、三八地域県民局県税部での手
続きとなります。

問合せ　▶農林課　☎0178-38-5964
　　　　▶三八地域県民局県税部課税第一課
　　　　　☎0178-27-4455
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～各校の特色ある教育～

３年ぶりの対面による交流会
7月12日、八戸聾学校の生徒と教員に来校し

ていただき、交流会を行いました。この交流会は、
平成12年から20年以上続けられている本校の特
色ある教育活動の一つです。現代社会において、
さまざまな人々が互いに支え合って共生する社
会の形成が進められるなか、相手の立場や気持
ちを理解し、多様なコミュニケーション手段で
伝え合うスキルを培うことが目的です。コロナ
禍の影響で、対面の開催は3年ぶりとなりました。
この日のため、八戸市ろうあ協会による手話体
験学習を行うなど、準備を進めてきました。
当日は手話を使っての自己紹介や校内見学、

バトミントン等で交流を深めた後、お互いのダ
ンスやマスゲームを披露し、最後に手話コーラ
ス「たいせつなもの」を全員で行いました。最

校長：甲地　智弘　　生徒数：9人杉沢中学校

学んだ手話を使って自己紹介しました

初は緊張気味だった生徒も笑顔で交流する場面
が多く見られ、帰り際には八戸聾学校の生徒が
別れを惜しんでいる姿や、バスが見えなくなる
まで互いに手を大きく振り合っていたのがとて
も印象的でした。この行事は、来年度の統合先
である福地中学校に引き継がれて行う予定です。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　なんぶ読み聞かせの会の皆さんによる読み聞かせです。
未就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。新
型コロナ対策として、定員を設け予約制としています。
日時　11月27日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）
定員　10人　※11月26日㈯12時までに図書室へ予約

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　11月14日（月）、21日（月）、28日（月）
問合せ　☎0178-76-3121 ※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》
◆改善Excel	 橋本　由夏
◆ロシア点描	 小泉　悠
◆都会を出て田舎で0円生活はじめました	 田村　余一
	 田村　ゆに
◆音楽が鳴りやんだら	 高橋　弘希
◆嘘つきジェンガ	 辻村　深月
◆プリンシパル	 長浦　京
◆汝、星のごとく	 凪良　ゆう
◆日本史の13人の怖いお母さん	 真山　知幸
◆もうじきたべられるぼく	 はせがわ　ゆうじ

干す　日本の天日干しをめぐる�　西村豊　写真・文

色々な物がお日様に干されてい
る風景は、どこか懐かしく、一面
に並べられている様は美しさもあ
ります。自然の恵みと共に生きる
人々の営みが感じられる写真集です。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

広報なんぶちょう 11月号19



八戸地域広域市町村圏事務組合　消防業務の紹介

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業　330円
   6時～8時　受付7時30分まで

★11月の休館日

  15日㈫～17日㈭

お待たせしました！  【健康増進パック】選べる２つのコースで、疲れやこりなどの悩みを解消！

★11月生まれの方プールお誕生月割引

  大人500円　小人300円

八戸広域消防は、管轄する1市6町1村の約31
万人の生命、身体、財産を守るため、消防本部、
5つの消防署、5つの分署、8つの分遣所で組織
されており、職員396名、車両87台を配備して
います。
　消防では、「消火」「救急」「救助」のほか、
事業所や危険物施設に立入検査を行う「予防業
務」、火災の発生原因を調べる「火災調査」や「救
命講習会の開催」などの業務を
行っています。

祝30周年

揉みほぐしコース
毎週土曜日　10時～17時
理学療法士　田村幸馬 氏
こんな方におすすめ
▶膝痛など加齢による痛みがある
▶健康維持・健康増進
▶歩行・動作の能力向上

整体コース
毎週日曜日　10時～17時
整体師　附田貴史 氏
こんな方におすすめ
▶体の疲れをとりたい
▶腰痛・肩こり
▶筋肉の緊張をほぐしたい

併せて専門スタッフがサポートします
「カウンセリング」＋「体組成測定」＋「体験運動プログラム」

料金　5000円（温水プール・温泉・トレーニングジム利用料を含みます）
※健康増進パスポート会員、法人会員、宿泊のお客様は特別料金4500円
※先着予約順となりますので、お早めにご予約ください。

※5名様以上で無料送迎します。友人、知人、ご近所の方お誘い合わせのうえ、ぜひご利用ください。
※「南部町プレミアム商品券」専用券・共通券ともにぜひご利用ください。

過去3年間の八戸圏域における出動状況（件数）
区分 令和元年 令和2年 令和3年
火災 130 106 110
救急 1万2887 1万2075 1万2288
救助 76 67 68

消防本部ホームページのお知らせ
　圏域住民の皆さんにより分かりやすく情報を
お伝えできるように更新していきます。各種申
請書類も掲載しています。
問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合　
　　　　消防本部　総務課　☎0178-44-2132
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デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
町ではボートピアなんぶ交付金を活用し、コミュニケーションを図ることを目的に22日（鍋の日）
に仲間や町内会等で鍋を囲む事業に対し助成しています。

11 November 12 December
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

常滑GⅢオールレディース 戸田ヴィーナスシリーズ 鳴門 SGチャレンジカップ 浜名湖
GⅢ 休

館

日

浜名湖GⅢ
マスターズリーグ

唐津
GⅠ

多摩川
一般戦

戸田
一般戦 福岡GⅠダイヤモンドカップ 浜名湖

一般戦 平和島一般戦 児島一般戦 多摩川
一般戦

芦屋GⅢオール
レディース（モーニング）

桐生一般戦 若松一般戦 住之江一般戦 下関
一般戦 大村ルーキーシリーズ 大村

ﾙｰｷｰ 下関GⅠ競帝王決定戦

蒲郡一般戦 丸亀GⅠ京極賞 大村一般戦 桐生GⅢ企業杯 若松
一般戦 若松一般戦 住之江

一般戦

南部町新年互礼会を開催します

福
地
短
歌
会

わ
が
生
の
余
白
に
積
も
る
塵
ほ
こ
り
ロ
ボ
ッ
ト
ル
ン
バ
が
掃
除
し
回
る	

川
守
田
慶
三

折
り
紙
の
魅
力
に
惹
か
れ
の
め
り
込
み
悔
ひ
な
く
遊
ぶ
趣
味
の
世
界
に	

大
久
保
雪
夫

子
は
母
に
傷
つ
き
な
が
ら
本
音
言
ふ
母
子
の
絆
確
か
め
む
と
し
て	

奥
寺　

睦
子

振
り
向
か
ず
今
の
事
の
み
思
ふ
べ
し
里
の
に
ん
に
く
い
と
美
味
し
か
り	

工
藤　

武
子

節
々
の
痛
む
は
熱
の
あ
る
な
ら
む
明
日
は
外
出
す
る
と
思
ふ
に	

工
藤　

裕
正

里
芋
の
青
く
太
り
し
茎
切
れ
ば
液
汁
噴
き
て
秋
空
に
散
る	

佐
藤　

誠
一

カ
モ
シ
カ
に
ウ
バ
ユ
リ
の
芽
喰
は
れ
て
も
大
葉
は
枯
れ
ず
球
根
太
る	

水
梨　

正
夫

親
し
み
し
登
山
の
道
に
咲
く
野
草
旧
知
の
ご
と
く
吾
れ
靡
け
り	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

殊
更
に
葡
萄
好
み
し
兄
が
逝
き
あ
ま
た
供
へ
て
往
時
を
偲
ぶ	

馬
場　
　

操

ひ
さ
び
さ
に
娘
連
れ
立
ち
秋
ア
カ
ネ
飛
ぶ
縄
文
の
里
を
遊
歩
す	

馬
場　

敬
子

続
け
ざ
ま
迫
る
台
風
そ
の
向
き
に
一
喜
一
憂
す
る
り
ん
ご
園	

坂
本　

綾
子

指
先
の
老
化
す
す
み
て
ひ
び
割
れ
の
数
増
し
な
が
ら
糸
ま
た
絡
む	

馬
場　

昭
子

折
々
に
腕
の
力
を
借
り
て
立
つ
こ
ん
な
動
作
も
母
に
似
て
く
る	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

健
康
が
何
よ
り
大
事
八
十
路
吾
テ
レ
ビ
体
操
休
ま
ず
続
け	

中
野　

静
子

種
つ
け
た
ひ
ま
わ
り
下
向
き
我
れ
を
見
る
支
え
て
く
れ
と
い
う
が
如
く
に	

一
ノ
渡　

綮

霖
雨
や
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
拾
う
手
に
露
ぽ
ろ
り
は
じ
け
る	

藤
野　

幸
枝

ぽ
ち
ぽ
ち
の
桃
色
小
花
ト
ゲ
ト
ゲ
が
あ
る
ば
っ
か
り
に
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ	

向
山　

敦
子

変
ら
ず
に
梨
栗
カ
ボ
チ
ャ
枝
豆
が
今
年
も
届
く
ふ
る
さ
と
の
秋	

馬
場　

悦
子

ア
キ
ア
カ
ネ
と
も
に
歩
く
か
飛
び
交
い
て
萩
尾
花
摘
み
帰
る
土
手
道	

工
藤　

孔
子

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
降
り
て
ま
つ
わ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
街
に
熊
出
る
イ
ノ
シ
シ
も
来
る	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

ふ
る
さ
と
の
色
づ
く
リ
ン
ゴ
鈴
な
り
に
採
る
手
が
ま
ど
ふ
実
家
の
畑　
　

	

奥　

あ
さ
子

松
茸
や
栗
の
太
字
が
増
え
て
ゆ
く
季
節
先
取
る
折
り
込
み
ち
ら
し	

相
馬　

幸
子

時
雨
降
る
夕
べ
に
想
ふ
昔
っ
こ
語
る
亡
き
父
声
色
づ
か
ひ	

安
ケ
平
千
代

刈
り
終
へ
し
田
ん
ぼ
に
首
を
伸
ば
す
サ
ギ
空
を
に
ら
ん
で
ピ
ク
と
動
か
ず　

	

木
村
ひ
な
子

真
夜
中
の
炬
燵
を
つ
け
て
歌
を
詠
む
握
る
こ
ぶ
し
の
影
に
書
き
つ
つ	

山
下　

幸
枝

四
囲
山
の
恵
み
の
里
を
根
か
ぎ
り
歌
に
せ
む
と
す
老
い
て
な
ほ
さ
ら	
八
木
田
順
峰

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な
どが一堂に会し、新年を祝う式典を開催します。
日時　令和5年1月5日（木）
　　　式典：11時～　祝宴：12時～
会場　いちょうホール
祝宴会費　2000円
※当日会場でお支払いください。

申込み　12月2日（金）までに、総務課または
各支所窓口へお申し込みください。
※祝宴は、新型コロナウイルスの感染状況によ
り中止とする場合がありますので、ご了承く
ださい。

問合せ　総務課
　　　　☎0178-76-2111

な
か
じ
け
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▼
青
森
県
女
性
相
談
所

　
☎
０
１
７・７
８
１・２
０
０
０

　
月
～
金　
８
時
30
分
～
20
時

　
土
・
日
・
祝
日　
9
時
～
18
時

▼
三
戸
地
方
福
祉
事
務
所

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
４
４
３
５

　
月
～
金　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
青
森
県
女
性
相
談
所
内
）

　

☎
０
１
２
０
・
８は

な
し
て７
・
３み

れ
ば
い
い

０
８
１

　
（
緊
急
通
報
専
用
・
24
時
間
対
応
）

※
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
て
危
険
な

と
き
は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
。

被
害
者
を
発
見
し
た
ら
Ｄ
Ｖ

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
通
報
。

Ｄ
Ｖ
相
談
＋

プ
ラ
ス

　
☎
０
１
２
０
・
２つ

な

ぐ
７
９
・
８は

や

く
８
９

　
（
24
時
間
受
付
・
通
話
無
料
・

10
か
国
語
に
対
応
）

お知らせ
information

行政相談・特設人権相談
期日　12月1日（木）
時間　10時～12時（人権相談）
　　　13時～15時（行政・人権相談）
場所　�福地支所・いちょうホー

ル・南部公民館
問合せ　▶行政相談は総務課
　　　　☎0178-76-2111
　　　　▶人権相談は住民生活課
　　　　　☎0178-38-5963

12・1月の休日窓口開設日
期日　12月3日（土）・17日（土）
　　　1月7日（土）・21日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで
窓口の時間を延長できます。

業務内容　住民票・印鑑証明書の
交付、印鑑登録

※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和4年10月26日現在）

対先月比
人　口 17,004人 （－17）
男 8,049人 （－8）
女 8,955人 （－9）

世帯数 7,482世帯 （＋1）

　
　
　

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な

ど
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
21
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
要
電
話
予
約

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
参
加
者

同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
交
流
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
専
門
職

に
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
ト
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時　
11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
18
時
～
19
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
５—

1

　
（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼　
隣
）

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

一
人
で
悩
ま
な
い
で
。
早
め
の
相

談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　
☎
＃
８は

れ

れ

ば

０
０
８

　
最
寄
り
の
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ　

　
福
祉
介
護
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）
　

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　
三
信
包
装
（
株
）
福
地
工
場

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
製
造

オ
ペ
レ
ー
タ
ー　
正
社
員
１
名

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
の
製
造
・

品
質
管
理
業
務　
正
社
員
１
名

▼
製
袋
機
の
操
作
お
よ
び
包
装
・

検
品
業
務　
契
約
社
員
１
名

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
三
信
包
装（
株
）管
理
部

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

QRコード

求人案内
町
誘
致
企
業
の
求
人
情
報

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

制度案内
11
月
は「
配
偶
者
か
ら
の
暴

力（
Ｄ
Ｖ
）防
止
推
進
月
間
」

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
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ト
ま
で
（
不
足
時
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

対
象　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
女

性
配
布
方
法　
配
布
場
所
の
女
子
ト

イ
レ
お
よ
び
多
目
的
ト
イ
レ
に

設
置
さ
れ
た「
配
布
カ
ー
ド
」を

各
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
銘
柄
・
種
類
の
選
択
は
で
き
ま

せ
ん
。（
昼
用
・
夜
用
１
セ
ッ
ト
）

※
名
前
や
住
所
な
ど
は
お
聞
き
し

ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※
生
理
用
品
は
中
身
の
見
え
な
い

袋
に
入
れ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

問
合
せ　
福
祉
介
護
課

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

子
育
て
、
発
達
、
い
じ
め
、
不

登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
仕
事
、
経

済
的
困
窮
な
ど
、
子
ど
も
や
若

者
、
そ
の
ご
家
族
が
抱
え
る
様
々

な
悩
み
を
一
か
所
で
出
来
る
相
談

会
で
す
。

相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
複
数

の
相
談
員
が
チ
ー
ム
で
さ
さ
え
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
13
時
～
19
時

相
談
枠
（
相
談
時
間
50
分
）

　
①
13
時　
②
14
時　
③
15
時

　
④
16
時　
⑤
17
時　
⑥
18
時

※
秘
密
保
持
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
原
則
予
約
制

場
所　
八
戸
市
公
会
堂
・
公
民
館

　
　
　
2
階　
会
議
室

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
近
隣
駐

車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
駐

車
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
（
2
時
間
ま
で
無
料
）

例
え
ば
こ
ん
な
悩
み
に

　
学
校
や
仕
事
に
行
き
づ
ら
い
／

人
付
き
合
い
が
苦
手
。
引
き
こ

も
り
が
ち
／
仕
事
が
長
続
き
せ

ず
、
き
ち
ん
と
働
け
る
か
不
安

／
自
信
が
持
て
な
い

※
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
指
の
消
毒
、
検
温

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
青
森
県　
環
境
生
活
部　

青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
２
６

※
受
付　
９
時
～
17
時

　
メ
ー
ル　

seishonen@
pref.

aom
ori.lg.jp

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
介
護
予
防

日
時　
12
月
４
日（
日
）９
時
～
15
時

　
（
町
営
市
場
会
場
は
14
時
ま
で
）

会
場　
▼
町
営
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
▼�

町
民
体
育
館
前
（
な
ん

ぶ
り
ん
ご
市
の
み
開
催
）

町
営
市
場
会
場
で
は
、
リ
ン
ゴ

や
野
菜
の
販
売
の
ほ
か
、
商
工
会

員
に
よ
る
出
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
集
合
！
町
民
体
育
館
前
会
場
で

は
、
生
産
者
団
体
に
よ
る
リ
ン
ゴ

等
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　
町
営
地
方
卸
売
市
場

　
☎
０
１
７
９
・
22
・
０
０
１
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
様
々

な
事
情
に
よ
り
、
生
理
用
品
の
購

入
が
困
難
な
女
性
を
支
援
す
る
た

め
、
町
内
4
か
所
で
生
理
用
品
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。
対
応
は

女
性
職
員
が
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
間　
8
時
15
分
～
17
時

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー
／
住
民
生

活
課
／
福
地
・
南
部
支
所

個
数　
お
1
人
様
1
月
に
1
セ
ッ

開催案内
な
ん
ぶ
り
ん
ご
市
・
商
工

会
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

広告

調査案内
「
健
康
と
く
ら
し
の
調
査
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

施
策
に
役
立
て
ま
す

町
で
は
、
高
齢
者
の
方
の
健
康

状
態
や
く
ら
し
の
様
子
を
把
握

し
、
今
後
の
介
護
予
防
事
業
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度

策
定
の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、「
健
康
と
く
ら

し
の
調
査
」
を
一
般
社
団
法
人　

日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
機
構
と

の
共
同
研
究
事
業
と
し
て
実
施
し

ま
す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う

ち
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
５
０
０
人

調
査
方
法　
対
象
の
方
に
郵
送
で

調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
14
日
（
月
）

　
　
　
～
12
月
４
日
（
日
）

問
合
せ

▼
「
健
康
と
く
ら
し
の
調
査
」

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０・９
０
０・６
７
８

　
（
通
話
料
無
料
）

▼
福
祉
介
護
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

QRコード

実施案内
お
困
り
の
方
に
生
理
用
品

を
無
料
で
配
布

開催案内
子
ど
も
・
若
者
の
悩
み

「
な
ん
で
も
相
談
会
」
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に
、
対
象
と
な
る
従
業
員
の
分
に

つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
を
特

別
徴
収
と
し
て
町
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

県
と
町
で
は
、
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
制
度
の
周
知
と
徹

底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、
か
つ
当
年
の
４
月
１

日
に
お
い
て
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
従
業
員

問
合
せ　

▼
税
務
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
２

▼
三
八
地
域
県
民
局　
県
税
部　

　
納
税
管
理
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

募
集
人
員　
数
名

応
募
資
格　
名
川
地
区
に
住
所
を

有
す
る
女
性
（
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
な
ど
を
出
荷
で
き
る
人
）

選
考
方
法　
面
接

申
込
期
限　
12
月
５
日
（
月
）

申
込
み　

名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　
月
～
土
曜
日

　
　
　
　
　
９
時
～
12
時

問
合
せ　

名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
１
０
１
人
会

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
０
１
９
４

年
金
納
付
や
免
除
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機

構
の
担
当
者
が
応
対
し
ま
す
。
お

気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程　

▼
４
年
11
月
15
日
（
火
）

　
10
時
～
15
時
30
分

　
南
部
公
民
館　
会
議
室

▼
11
月
22
日
（
火
）

　
10
時
～
15
時
30
分

　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル　
町
民
室

▼
11
月
29
日
（
木
）

　
10
時
～
15
時
30
分

　
福
地
支
所
１
階　
会
議
室

内
容　
国
民
年
金
の
納
付
相
談
、

免
除
申
請
等

対
応
者　
日
本
年
金
機
構

　
　
　
　
八
戸
年
金
事
務
所
職
員

持
ち
物

▼
来
庁
者
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の
（
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

南
部
町
民
体
育
館
電
気
設
備
等

改
修
工
事
の
実
施
に
伴
い
、
次
の

期
間
に
お
い
て
休
館
し
ま
す
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
の
進
捗
に
よ
り
期
間
が
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

休
館
期
間　
11
月
22
日
（
火
）

　
～
令
和
5
年
３
月
31
日
（
金
）

問
合
せ　

　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は「
特
別
徴

収
」が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
は
、
個
人
住
民
税
（
町

民
税
と
県
民
税
を
あ
わ
せ
た
地
方

税
の
こ
と
）
に
つ
い
て
も
、
事
業

主
が
従
業
員
に
代
わ
り
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
税
額
を
引
き
去
り
納

め
る
「
特
別
徴
収
」
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
主
は
来
年
１
月
末
ま
で

休館案内
南
部
町
民
体
育
館
休
館
の

お
知
ら
せ

開催案内
「
国
民
年
金
納
付
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
ま
す
！

募集案内
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

１
０
１
人
会　
会
員
募
集

制度案内
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

▼
相
談
対
象
者
の
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
な
ど
）

そ
の
他　

年
金
受
給
に
つ
い
て

は
、
直
接
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▼
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

▼
八
戸
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
７
８
・
44
・
１
７
４
２

　
レ
イ
プ
や
強
制
わ
い
せ
つ
な

ど
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応

じ
た
必
要
な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
ま
す
。

「
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
☎
０
１
７・７
７
７
・
８や

さ

し

く

３
４
９

　
ま
た
は　
☎
♯
８
８
９
１

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

　
月
～
金
曜
日　
９
時
～
17
時

　
（
右
記
時
間
以
外
、
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
、
国
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り

ま
す
）

問
合
せ　
青
森
県　
青
少
年
・
男

女
共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
２
８

県
が
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委

託
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
あ
お

も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
活
動

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
は
、
左
記
へ
直

接
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
（
公
社
）
あ
お
も
り
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
１
８・２
０
８
５

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
試

験
電
車
を
使
用
し
て
の
走
行
試
験

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
間
・
期
間

　
仙
台
～
新
青
森
間
（
往
復
）

　
令
和
5
年
１
月
19
日
（
木
）

　
～
28
日
（
土
）
23
時
～
5
時
頃

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社　
盛
岡
支
社　
企
画
室

　
☎
０
１
９・６
２
５・４
０
１
９

相談案内
あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

協力依頼
新
幹
線
走
行
試
験
ご
協
力

の
お
願
い
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に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

（４）
上
記
（１）
か
ら
（３）
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪　
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　
国
債
名
称 

第
十
一

回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券 

い
号

額
面　
25
万
円
（
５
年
償
還
）

問
合
せ
・
請
求
先　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

修
業
年
限　
３
年

受
験
資
格　
男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
17
歳
未
満
の
方

受
付
期
限　
１
月
６
日
（
金
）

一
次
試
験　
１
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
・
15
日
（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

問
合
せ　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部　
八
戸
地
域
事
務
所

　
☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

例
年
冬
期
に
な
る
と
、
家
庭
や

事
業
所
か
ら
灯
油
等
が
流
れ
出
す

油
流
出
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
原
因
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

バ
ル
ブ
や
配
管
の
劣
化
、
除
雪
時

の
破
損
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
小

分
け
時
に
目
を
離
す
等
、
不
注
意

に
よ
る
流
出
が
大
半
で
す
。

油
が
河
川
に
流
出
す
る
と
、
河

川
環
境
や
水
生
生
物
に
悪
影
響
を

与
え
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

水
道
用
水
の
取
水
停
止
な
ど
重
大

な
事
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
処
理
費
用
は
、

原
因
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
家
庭
や
事
業
所
で
は
、「
油

類
を
取
り
扱
う
責
任
者
」
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
タ
ン
ク
の

劣
化
状
況
点
検
や
補
修
を
行
い
、

除
雪
作
業
等
の
破
損
事
故
に
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
建
設
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
６

青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
相
談
員
が
出
向
き
、
看
護
職

の
皆
さ
ん
の
お
仕
事
探
し
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

12
月
14
日
（
水
）・
1

月
11
日
（
水
）・
2
月
15
日

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。
請
求
期
限
を
過

ぎ
る
と
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
と
な
る
方

令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
り
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

（１）
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

（２）
戦
没
者
等
の
子

（３）
戦
没
者
等
の　
①
父
母　
②
孫 

③
祖
父
母　
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

制度案内
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ま
へ

採用案内
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校

広告広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

11月15日（火）

広告

注意喚起
油
流
出
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

開催案内
「
看
護
の
お
仕
事
移
動
相

談
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
水
）・
3
月
8
日
（
水
）

時
間　
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸

問
合
せ　
（
公
社
）青
森
県
看
護
協

会　
青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
２
３・４
５
８
０

カ
ラ
オ
ケ
で
日
頃
の
う
っ
ぷ
ん

を
晴
ら
し
ま
せ
ん
か
？
発
表
会
の

み
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
剣
吉
公
民
館

会
費　
年
間
１
０
０
０
円

問
合
せ
・
申
込
み

　
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　
澤
口

　
☎
０
９
０・５
１
８
４・４
０
３
５

募集案内
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
員

募
集
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編集後記
　今月の表紙はあかね幼稚園で行われたおにぎり教室。
同園を訪れた「お米大使」と一緒におなじみの曲でダ
ンスをしたあと、「ミス・クリーンライスあおもり」
に教わりながらおにぎり作りに挑戦しました。
　参加した子どもたちの中には、はじめておにぎりを
握るという園児も。自分で作ったおにぎりの味はより
一層おいしく感じられたのではないでしょうか。

町営市場の販売状況（9月16日〜10月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ（りんご） 152,075 36,976 243 262
昴林（りんご） 31,713 7,493 236 246
トキ（りんご） 53,736 9,219 172 185
レッドゴールド（りんご） 21,776 3,764 173 147
紅玉（りんご） 187,417 29,852 159 144
サンつがる（りんご） 91,184 15,061 165 237
長十郎（梨） 35,667 4,438 124 243
豊水（梨） 16,470 3,350 203 341
ゼネラルレクラーク（梨） 16,280 3,646 224 204
キャンベル（ﾌﾞﾄﾞｳ） 22,630 8,240 364 212
長芋 47,340 8,270 175 176
にんにく 25,289 15,648 619 1,416
大根 29,141 2,815 97 82
ゴボウ 14,024 3,048 217 172
キャベツ 22,445 1,821 81 74
きゅうり 11,182 1,739 156 122
食用菊 1,394 1,534 1,100 817

11・12月の休場日
11月13日（日）・16日（水）・20日（日）・23日（水）・27日（日）・
　　 30日（水）
12月  4日（日）・7日（水）・11日（日）・14日（水）・18日（日）・21日（水）・
　    25日（日）・30日（金）・31日（土）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ	  ☎0178-76-2001

東北フリーブレイズ東北フリーブレイズ
公式ファンクラブ公式ファンクラブ「ブレイジニア」「ブレイジニア」
ファンクラブに入会して共に戦いましょう!!ファンクラブに入会して共に戦いましょう!!

ファンクラブへ
の入会は下記QR
コードからお申し
込みください。

切
り
拓
く
。
そ
の
先
へ

切
り
拓
く
。
そ
の
先
へ･･･

･･･

〈
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

〈
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

ホーム戦開催日　会場：FLAT HACHINOHE

　11月19日（土）・20日（日）
　1月	 7日（土）・ 	 8日（日）

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時~

11月15日（火）・21日（月）・29日（火）
12月5日（月）

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

「『119番の日』高機能消防指令センター　
一般公開」を中止します
例年、 11月9日前後の土・日曜日に2日

間開催している「『119番の日』高機能消
防指令センター一般公開」は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、中止します。
消防情報案内
消防車のサイレンは「ウーウーカンカン

カン」が火災、「ウーウー」はその他の災
害です。火災等の情報は、☎0180-991-
888で自動音声案内しています。
問合せ　消防本部　指令救急課
　　　　（指令センター）
　　　　☎0178-44-2135

消防からのお知らせ

広報なんぶちょう 11月号 26
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第70号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

調査項目

調査項目

▽　９月定例会の主な議案（28㌻～30㌻）
▽　議案に対する主な質疑（30㌻）
▽　一般質問
　⇒　イベントを継続していくため、現状の課題と常設会場の維持管理や整備は。（32㌻）
　⇒　スクールロイヤー制度の活用は。（33㌻）
　⇒　納税貯蓄組合の現状と今後の見通しは。学校統合に向けた伝統文化に関する教

育方針は。ポケットパーク整備計画を見直す考えは。（34㌻）
▽　常任委員会など（35㌻）

あ ら ま し

　総務企画、産業建設、教育民生の各常任委員会は、６月から７月にかけて所管事務調査を行い、
調査結果を９月定例会で報告しました。詳細は35㌻。
　各常任委員会は、自主的に所管する事務について調査を行っています。

消防団における課題と将来の構想について
(1)スポーツ少年団について
(2)介護保険事業の現況について

ジュノハート販売促進事業について

総務企画常任委員会 教育民生常任委員会

産業建設常任委員会

調査項目

産業建設常任委員会では、さくらんぼ園地を視察し、 
サクランボの裂果状況についても確認しました。
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主な議案（第111回定例会）

第第
111111
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　
第
１
１
1
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
16
件
は
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
山
田
賢
司
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
15
件
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定

▼　

令
和
３
年
度
一
般

会
計
の
歳
入
総
額
は

１
１
９
億
３
６
１
５
万

円
（
前
年
度
比
27
・

４
％
減
）、
支
出
済
額
は

１
１
４
億
２
５
６
１
万
円

（
前
年
度
比
27
・
５
％
減
）、

差
引
５
億
１
０
５
４
万
円

と
な
り
、
基
金
積
立
な
ど

を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
病
院
事
業

会
計
を
含
む
15
件
の
特

別
会
計
の
歳
入
総
額
は

１
０
４
億
７
４
６
５
万

円
、
支
出
総
額
は

１
０
２
億
４
０
７
９
万
円

と
な
っ
た
。

※　
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
福
田
集
会
所
建
設
工
事
）

▼　
福
田
集
会
所
を
建
設
す

る
た
め
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。
工
期

は
、
令
和
５
年
３
月
24
日

ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
４
８
３
３
万
３
１
２
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
有
限
会
社
西
塚
建
設
工
業

　
代
表
取
締
役　
西
塚
義
美

主
な
議
案

８
月
８
月
3030
日
～
９
月
６
日

日
～
９
月
６
日

条　
例

条　
例

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
学
童
保
育
施
設
建
設
工
事
）

▼　
学
童
保
育
施
設
を
建
設

す
る
た
め
、
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。
工

期
は
、
令
和
５
年
２
月
28

日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
５
０
６
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
福
地
地
区
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
工
事
）

▼　
福
田
小
学
校
お
よ
び
福

地
中
学
校
の
教
室
な
ど
に

空
調
設
備
を
設
置
す
る
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。
工
期
は
、

令
和
５
年
３
月
20
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
９
４
４
９
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
三
和
電
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役  

小
笠
原
雅
昭

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
名
川
地
区
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
工
事
）

▼　

名
久
井
小
学
校
お
よ

び
名
川
中
学
校
の
教
室
な

ど
に
空
調
設
備
を
設
置
す

る
た
め
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。
工
期

は
、
令
和
５
年
３
月
20
日

ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
１
億
１
６
３
８
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
本
田
電
気
工
業

　
代
表
取
締
役　
本
田
篤

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
南
部
地
区
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
工
事
）

▼　
南
部
小
学
校
お
よ
び
南

部
中
学
校
の
教
室
な
ど
に

空
調
設
備
を
設
置
す
る
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。
工
期
は
、

令
和
５
年
３
月
20
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
９
６
１
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
東
洋
電
設

　
代
表
取
締
役  

向
谷
地
和
弘

契　
約

契　
約

■
南
部
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼　
地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
な
ど

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
育
児
休
業
を
再
取
得

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ

た
計
画
書
の
提
出
を
不
要

に
す
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

決　
算

決　
算

築42年が経過した福田集会所築42年が経過した福田集会所
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主な議案（第111回定例会）

■
財
産
の
取
得

　
（
小
中
学
校
空
気
清
浄
機
）

▼　
小
中
学
校
12
校
に
設
置

す
る
空
気
清
浄
機
１
５
３

台
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
、
令
和
５
年
１

月
31
日
。

【
売
買
代
金
】

　
１
６
５
７
万
７
５
５
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
エ
ス
テ
ィ
イ
ー
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
加
藤
光
男

↙
契
約
の
つ
づ
き

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
町
民
体
育
館
電
気
設
備

等
改
修
工
事
）

▼　

水
銀
灯
製
造
中
止
に

伴
う
体
育
館
競
技
場
照
明

な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、
電

波
法
関
連
法
に
対
応
し
た

放
送
設
備
に
更
新
す
る
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。
工
期
は
、

令
和
５
年
３
月
17
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
５
１
２
６
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
山
下
電
業

　
代
表
取
締
役　
川
﨑
三
春

専
決
処
分

専
決
処
分

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▼　

８
月
３
日
の
豪
雨

災
害
の
復
旧
経
費
と

し
て
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
３
７
２
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
７
億
５
９
３
万 

１
千
円
と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▼　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
億
６
３
５
６
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
１
億
６
９
４
９
万 

９
千
円
と
し
た
。

　
　

歳
出
の
主
な
内
容

は
、
農
業
経
費
高
騰
緊
急

対
策
支
援
給
付
事
業
費

２
億
５
４
５
６
万
円
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
給
付
事
業
費

５
１
５
５
万
３
千
円
な
ど
。

■
令
和
４
年
度
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼　

老
朽
化
し
た
米
飯

用
食
缶
お
よ
び
お
か
ず

用
食
缶
を
更
新
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
０
８
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
億
８
６
７
０
万
７
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼　

一
般
被
保
険
者
医

療
費
給
付
費
分
の
納

付
金
の
減
額
な
ど
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
５
７
０
８
万
１
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を

22
億
２
３
４
５
万
２
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼　

令
和
３
年
度
介
護

給
付
費
、
地
域
支
援
事

業
費
な
ど
の
決
算
確
定

に
伴
う
返
還
金
の
増
な

ど
、
保
険
事
業
勘
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
６
４
８
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

30
億
６
８
２
８
万
２
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼　

農
業
集
落
排
水
施
設

通
報
装
置
更
新
工
事
の
工

事
単
価
増
に
伴
い
、
工

事
請
負
費
を
増
額
す
る

た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
１
４
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
１
７
０
０
万
円
と
し

た
。

※　
そ
の
他
２
つ
の
特
別
会

計
に
お
い
て
、
人
件
費
お

よ
び
債
務
負
担
行
為
の
補

正
を
行
っ
た
。

予　
算

予　
算

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▼　

７
月
４
日
の
豪
雨

災
害
の
復
旧
経
費
と

し
て
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
１
２
８
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
６
億
６
８
７
３
万 

１
千
円
と
し
た
。

　電気設備等改修工事に伴い、
下記の期間休館となります。
令和４年11月22日（火）から
令和５年３月31日（金）まで
問合せ　名川B&G海洋センター
　　　　☎0178-76-3310

町民体育館休館のお知らせ

８月３日の豪雨災害による田畑の冠水８月３日の豪雨災害による田畑の冠水
（大字斗賀地内）（大字斗賀地内）

国道104号国道104号

※　
南
部
町
で
は
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を

給
付
す
る
に
当
た
り
、
所

得
制
限
は
設
け
ず
、
全
て

の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
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主な議案（第 111 回定例会）、議案に対する主な質疑

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　

軽
自
動
車
税
の
滞

納
繰
越
分
の
中
に
は
、
廃

車
の
届
出
を
忘
れ
て
い
る

分
も
あ
る
と
思
う
が
、
調

査
な
ど
を
し
て
い
る
の
か
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
平
成
30
年
度
に
廃
車
手

続
が
済
ん
で
い
な
い
軽
自

動
車
の
調
査
を
行
い
、
廃

車
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
知
ら
せ
し
た
。

定
期
的
に
調
査
を
や
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】
移
住
支
援
事
業
の
実

績
と
移
住
者
受
入
協
議
会

の
活
動
は
。
ま
た
、
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
の
相
談

件
数
は
。中

舘
文
雄　
議
員

を
感
じ
て
園
や
学
校
生
活

に
支
障
を
来
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
を

周
知
し
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち

や
そ
の
保
護
者
の
意
思
を

尊
重
し
、
差
別
や
圧
力
が

生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
を
指
導
す
る
こ
と
。

　
　
②
①
の
内
容
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る

こ
と
、
ま
た
、
教
育
機
関

な
ど
へ
通
知
し
周
知
を
徹

底
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
③
文
部
科
学
省
の
「
学

校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
衛
星
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
準
じ
た
見
直
し
を

行
い
、
過
剰
な
感
染
対
策

を
改
善
す
る
こ
と
。

▽　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽　
感
染
予
防
対
策
は
、
マ

ス
ク
を
常
時
着
用
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
へ
の
配
慮

は
当
然
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
感
染
状
況
や
生
活

の
場
面
、
年
齢
な
ど
で
対

陳　
情

陳　
情

■
園
や
学
校
生
活
に
お
け

る
、
マ
ス
ク
着
用
が
困
難

な
子
ど
も
の
人
権
を
守
る

こ
と
お
よ
び
過
剰
な
感
染

対
策
の
見
直
し
を
求
め
る

陳
情
書

【
提
出
者
】

　
子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
会

青
森　
代
表　
石
井
朋
美

【
趣
旨
】

　
　
①
身
体
的
・
精
神
的
・

発
達
の
問
題
で
マ
ス
ク
を

常
時
着
用
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
る
こ
と
、
常

時
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ

と
に
不
安
や
不
快
・
不
調

策
は
異
な
っ
て
く
る
。
ま

た
、
陳
情
項
目
を
発
信
す

る
こ
と
で
感
染
予
防
対
策

が
緩
む
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
施

設
管
理
者
な
ど
が
必
要
な

感
染
予
防
対
策
を
適
切
に

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
「
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
」
と
審

査
結
果
を
報
告
。

▽　
本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、
全
会
一
致
で
「
不
採

択
」
と
し
た
。

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
３
年
度
に
は
移
住

者
支
援
事
業
の
申
請
は
な

か
っ
た
が
、
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
か
ら
の
相
談

は
あ
り
、
今
後
、
申
請
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
移
住
者
受
入
協
議
会
で

視
察
研
修
を
予
定
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
し
た
。

　
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

は
、
要
件
を
満
た
す
方
が

婚
姻
届
を
提
出
し
た
際
や

転
入
し
て
き
た
際
に
、
事

業
説
明
と
チ
ラ
シ
の
配
付

を
し
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　

有
害
鳥
獣
事
業
に

対
す
る
補
助
金
の
内
容
は
。

根
市
勲　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ

す
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
・
駆

除
す
る
た
め
、
県
猟
友
会

南
部
町
支
部
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
補
助
金

は
、
鳥
獣
捕
獲
義
務
射
撃

大
会
の
経
費
、
免
許
の
更

新
、
狩
猟
登
録
の
費
用
、

実
働
に
係
る
費
用
に
充
て

て
い
る
。

鳥獣による桃の被害鳥獣による桃の被害

第111回定例会の様子第111回定例会の様子

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会
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議案に対する主な質疑

文化・スポーツ合宿補助金
　町では、文化・スポーツ活動における強化練習や交流試合などを目的
とする合宿を行った際、宿泊費や施設利用料の一部を補助しています。

補助金の額
１　宿泊に係る補助（１団体15万円を上限）

※延べ宿泊人数×1,500円または宿泊に 
要する額のいずれか低い額

２　施設利用に係る補助（１団体３万円を上限）
※利用時間×1,500円

その他
　申請方法や詳しい内容は、町 
ホームページ（右QRコード）を
ご確認ください。

対象者
・児童・生徒・学生、指導者、マネージャー

対象となる条件
１　強化練習や町内団体との交流試合などを

目的とする合宿であること
２　町内にある文化・スポーツ施設の利用を

はじめ、町内に限る活動とし、指定された宿
泊施設に宿泊すること

３　１回の合宿における人数が原則10名以上

問合せ 名川B&G海洋センター ☎0178-76-3310

↙
質
疑
の
つ
づ
き

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
土
木
費
）

【
問
】　

南
部
地
区
町
営
住

宅
整
備
基
本
計
画
と
第
３

あ
け
ぼ
の
宅
地
分
譲
整
備

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た

が
、
今
後
の
予
定
や
計
画

を
ど
の
よ
う
に
発
表
し
て

い
く
の
か
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
町
長
答
弁
】

　
　
町
営
住
宅
整
備
や
宅
地

分
譲
に
係
る
情
報
は
、
早

め
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
関
係
す
る
予

算
な
ど
を
議
会
で
審
議
い

た
だ
い
て
か
ら
と
な
る
。

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　

各
事
業
の
用
地
選
定

は
、
学
校
統
合
も
あ
り
、

慎
重
に
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
策
定
し
た
基
本
計

画
を
議
会
へ
示
し
た
い
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　

ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
伸
び
率
は
。
ま

た
、
ク
レ
ー
ム
数
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

工
藤
正
孝　
議
員

【
総
務
課
長
補
佐
答
弁
】

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
額
と
伸
び
率

は
、
令
和
元
年
度
が

３
億
３
２
４
８
万
６
千

円
（
前
年
比
19
・
３
％

増
）、
令
和
２
年
度
が

３
億
５
６
２
２
万
９
千

円
（
前
年
比
７・１
％
の

増
）、
令
和
３
年
度
が

３
億
９
１
８
４
万
２
千
円

（
前
年
比
10
％
の
増
）
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

返
礼
品
に
対
す
る
ク

レ
ー
ム
は
年
間
数
件
あ

り
、
代
替
品
の
案
内
や
返

金
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。
ク
レ
ー
ム
件
数
は

年
々
減
っ
て
き
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
教
育
費
）

【
問
】　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
に
対
す
る
補
助
金
の

実
績
は
。久

保
利
樹　
議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
町
外
延
べ
７
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

対
象
者
は
延
べ
２
７
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
6
号
）

【
問
】　

バ
ー
デ
パ
ー
ク
修

繕
料
１
５
０
０
万
円
の
内

容
は
。

工
藤
愛　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　

空
調
配
管
、
消
防
設

備
、
ア
ヴ
ァ
ン
セ
ふ
く
ち

浴
室
超
音
波
ポ
ン
プ
な

ど
、
12
カ
所
分
の
修
繕
料

を
計
上
し
て
い
る
。

ふるさと納税寄附金の推移

１億

２億

3億

４億

R3R2R1H30H29H28 （年度）

（円）

　総務省が発表しているふるさと納税に関する現
況調査において、南部町の寄附金額は40市町村中
県内第４位になりました。

約３億９１８４万円

令和３年度の寄附金額は、
平成28年度と比べると約
４倍になっています。
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一  般  質  問

中 舘 文 雄 議 員

質　
問　
総
合
振
興
計
画
の

政
策
の
一
つ
で
あ
る
「
交
流

を
促
進
す
る
観
光
・
交
流
事

業
の
振
興
」
の
う
ち
、
特
に

「
観
光
の
振
興
」
で
は
、
既

存
の
観
光
・
交
流
資
源
の
充

実
と
活
用
、
歴
史
・
文
化
資

源
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光

振
興
を
掲
げ
、
町
観
光
協
会

へ
の
委
託
事
業
や
関
係
団
体

へ
の
助
成
事
業
と
し
て
施
策

を
進
め
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
目
的
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
て
い
く
中
で
企

画
内
容
が
変
わ
っ
た
も
の
も

答答
各イベントの課題を乗り越えながら、催各イベントの課題を乗り越えながら、催
事内容を検討し、引き続き実施していく事内容を検討し、引き続き実施していく

問問
イベントを継続していくため、現状の課イベントを継続していくため、現状の課
題と常設会場の維持管理や整備は題と常設会場の維持管理や整備は

あ
る
。
ま
た
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
だ
け
で
な

く
会
場
の
管
理
や
整
備
も
来

場
者
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
常
設
ス
テ
ー
ジ
の
整
備

な
ど
を
検
討
す
る
余
地
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
ス

テ
ー
ジ
で
の
企
画
が
多
い
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
出
演
者
に
配

慮
し
た
設
備
、
急
変
す
る
空

模
様
に
も
対
応
で
き
る
設
備

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
イ
ベ
ン
ト
継
続
に
関
わ
る

課
題
と
協
議
の
必
要
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
新
た
な
事
業
を
掘
り
起
こ

し
て
い
く
必
要
性
は
。

③
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の

維
持
と
整
備
は
。

町
長
答
弁　
合
併
前
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
観
光
イ
ベ

ン
ト
に
「
あ
お
も
り
鍋
自

慢
」
を
加
え
た
合
計
９
つ
の

イ
ベ
ン
ト
を
町
観
光
協
会
へ

委
託
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
推
進
、
伝
統
芸
能
や
文
化

資
源
の
活
用
、
ま
た
、
観
光

交
流
の
促
進
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
の
意
義
や
目
的
を
共
有
し

な
が
ら
各
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
「
感
染
対
策
を

万
全
に
施
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
各

実
行
委
員
の
皆
さ
ま
と
前
向

き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
考
え
を
提
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
名
久
井
岳

山
開
き
と
春
ま
つ
り
を
皮
切

り
に
、
各
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

①
関
係
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
催
事
内
容
の
形
骸

化
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。
各
イ
ベ
ン
ト

の
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、

町
や
町
観
光
協
会
、
地
域
の

有
識
者
も
交
え
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
解
決
策
を
協

議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
文
化
や
伝
統
を
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
各

イ
ベ
ン
ト
が
抱
え
て
い
る
課

題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
ま

た
、
催
事
内
容
を
再
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
協
議
し
て
い
く
な
ど
、
対

策
を
講
じ
な
が
ら
引
き
続
き

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

②
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
意
義
や
目
的
、
継
続

的
に
実
施
で
き
る
か
、
あ
る

い
は
現
行
の
イ
ベ
ン
ト
に
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
な

ど
、
多
角
的
な
視
点
に
よ
る

協
議
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

③
一
部
の
イ
ベ
ン
ト
で
常
設

ス
テ
ー
ジ
の
整
備
を
望
む
声

は
あ
る
が
、
利
用
頻
度
や
維

持
管
理
方
法
、
設
置
経
費
な

ど
を
踏
ま
え
、
必
要
性
を
十

分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ジャックドまつりを盛り上げたステージイベントジャックドまつりを盛り上げたステージイベント
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　

問　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
制
度
は
、
学
校
内
で
の

い
じ
め
や
不
登
校
、
保
護
者

か
ら
の
過
度
な
要
求
へ
の
対

応
、
教
員
の
非
違
行
為
な

ど
、
法
的
問
題
を
伴
う
学
校

現
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、

弁
護
士
が
指
導
・
助
言
を
行

う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ

る
。
県
で
は
６
人
の
弁
護
士

を
委
嘱
し
、
令
和
３
年
７
月

か
ら
県
内
６
地
区
で
相
談
を

受
け
付
け
し
て
い
る
。

　
全
国
各
地
の
自
治
体
で
は

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を

導
入
し
、
教
職
員
の
精
神
的

な
負
担
を
和
ら
げ
た
り
、
法

的
な
知
見
を
活
用
し
た
問
題

解
決
を
図
る
環
境
整
備
を
し

た
り
し
て
い
る
。

　
６
月
定
例
会
で
一
般
質
問

し
た
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を

早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
認

知
さ
れ
に
く
く
し
て
い
る
家

庭
内
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
壁

を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て

支
援
す
る
の
か
」
に
対
し
て

も
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
効
果
的
に
最
善
の
解
決
策

を
期
待
で
き
る
と
感
じ
た
。

　

法
律
家
と
い
う
立
場
か

ら
、
子
ど
も
の
状
態
を
探
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え

ら
れ
、
時
に
思
わ
し
く
な
い

状
態
を
探
り
当
て
た
場
合

は
、
即
座
に
法
的
に
手
続
き

を
進
め
て
、
子
ど
も
を
救
出

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
の
方
法
は
、
い
じ
め
や
、

親
の
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
に
も

効
果
が
期
待
さ
れ
、
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
応

用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
に

対
し
、
私
は
大
き
な
期
待
と

可
能
性
を
感
じ
て
い
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

教
育
長
答
弁　
県
教
育
委
員

会
で
は
、
令
和
３
年
７
月
か

ら
法
務
相
談
体
制
整
備
事
業

を
開
始
し
、
県
内
６
地
区
に

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
設
置

し
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、

学
校
や
市
町
村
教
育
委
員
会

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
活
用
は

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
活
用
は

当
町
で
の
活
用
実
績
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ

当
町
で
の
活
用
実
績
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ

て
制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い

て
制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い

げ
る
こ
と
も
、
ト
ラ
ブ
ル
の

発
生
防
止
の
面
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
の
活
用
実
績
は
な
い

が
、
多
様
化
す
る
学
校
へ
の

要
望
な
ど
に
よ
り
、
仮
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に

相
談
す
る
こ
と
も
早
期
解
決

と
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問問答答

夏堀嘉一郎 議員

か
ら
の
法
務
相
談
へ
の
対
応

の
ほ
か
、
教
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
、
い
じ
め
防
止

教
室
の
講
師
も
担
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数

は
、
県
内
全
域
で
延
べ
22
件

あ
り
、
三
八
管
内
で
は
５
件

の
相
談
が
あ
っ
た
。
新
聞
報

道
に
よ
る
と
、
活
用
し
た
学

校
関
係
者
は
「
法
律
の
専
門

家
に
気
軽
に
相
談
で
き
て
心

強
い
」、「
教
職
員
の
負
担
を

少
な
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
、
歓
迎
の
声
を
上
げ

て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
い
じ
め
な
ど
に

起
因
す
る
保
護
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
肝
心
で
あ
り
、
児
童
・
生

徒
に
い
じ
め
防
止
な
ど
に
関

し
た
効
果
的
な
指
導
を
す
る

よ
う
各
学
校
の
教
職
員
に
促

し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
４

年
６
月
定
例
会
で
一
般
質
問

さ
れ
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問

題
に
対
し
て
も
、
児
童
・
生

徒
か
ら
発
信
さ
れ
る
小
さ
な

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
、
身
近
な
存
在
で

あ
る
教
職
員
が
気
付
い
て
あ

学校
教育委員会

スクールロイヤー

法務相談体制整備事業（スクールロイヤーの活動イメージ）

研修会・いじめ防止教室の開催研修会・いじめ防止教室の開催

教 育 現 場 で の 教 育 現 場 で の 
さまざまな問題さまざまな問題
について相談について相談

法的な観点から法的な観点から
指導・助言指導・助言
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一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

工 藤 愛 議 員

制度を継続していくが、取り巻く環境は制度を継続していくが、取り巻く環境は
変化しているため状況を見極めていく変化しているため状況を見極めていく

問問 納税貯蓄組合の現状と今後の見通しは納税貯蓄組合の現状と今後の見通しは

答答

質　
問　
納
税
貯
蓄
組
合
に

関
し
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
税
収
に
お
け
る
口
座
振
替

の
割
合
は
。
納
税
貯
蓄
組
合

の
組
合
数
、
組
合
員
数
お
よ

び
加
入
世
帯
の
割
合
は
。

②
納
税
奨
励
金
の
総
額
と
各

組
合
の
使
途
は
。

③
制
度
見
直
し
の
可
能
性
は
。

　
町
長
答
弁　

①
令
和
３

年
度
の
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
は
、
税
額
で
約

５
億
２
３
０
８
万
円
、
税
収

の
34
・
77
％
で
あ
る
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
は
96
組

合
あ
り
、
組
合
員
数
は

５
６
１
１
人
で
全
納
税
者

の
39
・
84
％
、
世
帯
数
は

３
２
５
９
世
帯
で
全
納
税
世

帯
の
31
・
89
％
と
な
っ
て
い

る
。（
共
有
名
義
や
未
相
続

財
産
分
を
除
く
。）

②
令
和
３
年
度
、
納
税
奨
励

金
を
１
５
６
１
万
２
７
０
０

円
交
付
し
て
い
る
。
各
組
合

で
は
、
総
会
な
ど
の
事
務
経

費
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
と
支
援
の
た
め
の

経
費
に
充
て
て
い
る
。

③
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
収
納

だ
け
で
な
く
、
人
と
人
を
つ

な
げ
孤
独
感
の
解
消
や
安
否

確
認
も
担
う
こ
と
が
で
き
る

重
要
な
組
織
で
あ
る
。
納
税

貯
蓄
組
合
を
支
援
す
る
制
度

は
継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
環

境
は
常
に
変
化
し
て
お
り
、

状
況
を
見
極
め
て
い
く
。

⑵
放
課
後
か
ら
夜
間
な
ど
に

お
け
る
見
回
り
、
児
童
生
徒

が
補
導
さ
れ
た
と
き
の
対
応

⑶
学
校
徴
収
金
の
徴
収
・
管
理

⑷
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

連
絡
調
整

教
育
長
答
弁　
①
伝
統
や
文

化
に
関
す
る
教
育
は
、
児
童

生
徒
が
主
体
的
・
体
験
的
・

探
究
的
に
学
び
、
取
り
組
む

こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
を

醸
成
し
、
地
域
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
や
そ
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
重
要
で
あ
り
、

統
合
後
も
継
続
し
て
い
く
。

②
教
員
の
負
担
軽
減
を
考
慮

し
、
各
学
校
に
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を
検
討

し
て
い
る
。

⑴
教
員
、
保
護
者
、
交
通
指

導
隊
、
地
域
の
方
々
な
ど
が

連
携
を
図
り
、
登
校
時
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
る
。
下
校

時
は
教
員
が
対
応
し
て
い
る
。

⑵
イ
ベ
ン
ト
時
や
不
審
者
情

報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
教
員

や
保
護
者
組
織
が
見
回
り
を

行
っ
て
い
る
。
補
導
さ
れ
た

場
合
は
、
保
護
者
対
応
が
基

本
と
な
る
が
、
学
校
に
緊
急

連
絡
が
入
っ
た
と
き
に
は
担

当
教
員
な
ど
が
対
応
す
る
。

⑶
学
級
費
や
教
材
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
な
ど
の
徴
収
金
は
、

学
級
担
任
を
通
じ
て
、
事
務

職
員
が
集
計
し
て
い
る
。

⑷
農
業
体
験
な
ど
、
地
域
の

方
々
を
講
師
と
し
て
専
門
性

の
高
い
学
習
を
実
施
し
て
お

り
、
講
師
と
の
連
絡
調
整
は

教
員
が
行
っ
て
い
る
。

か
と
考
え
る
が
、
計
画
見
直

し
の
可
能
性
は
。

町
長
答
弁　
３
箇
所
整
備
が

完
了
し
、
今
年
度
は
４
箇
所

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。
遊

具
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
は
町
が

維
持
管
理
し
、
草
刈
り
や
清

掃
な
ど
は
各
地
域
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
多
目
的
に
利
用
で
き
る
公

園
と
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
目

的
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
は
計

画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
く
。

学
校
統
合
に
向

学
校
統
合
に
向

け
た
伝
統
文
化
に
関

け
た
伝
統
文
化
に
関

す
る
教
育
方
針
は

す
る
教
育
方
針
は

問問

統
合
後
も
継
続

統
合
後
も
継
続

し
て
い
く

し
て
い
く

答答質　

問　

学
校
統
合
に
向

け
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教

育
方
針
は
。
各
学
校
の
特
色

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
統
合

後
も
継
承
し
て
い
く
の
か
。

②
文
部
科
学
省
で
示
さ
れ
た

「
基
本
的
に
は
学
校
以
外
が

担
う
べ
き
業
務
」
に
関
す
る

教
員
の
負
担
軽
減
策
は
。

⑴
登
下
校
に
関
す
る
対
応

質　
問　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
整
備
進
捗
状
況
、
維
持
管

理
方
法
は
。
ま
た
、
ト
イ
レ

が
な
い
公
園
の
整
備
計
画

は
、
修
正
も
必
要
で
は
な
い

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
整
備
計
画
を
見
直

ク
整
備
計
画
を
見
直

す
考
え
は

す
考
え
は

問問

現
在
の
計
画
に

現
在
の
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
く

基
づ
き
進
め
て
い
く

答答

反
問
反
問
！！

町
長　
「
ト
イ
レ
が
な
い
公

園
の
整
備
計
画
は
、
修
正
も

必
要
で
は
な
い
か
」
と
は
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
ト
イ
レ

を
整
備
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

い
う
こ
と
な
の
か
。

工
藤
愛
議
員
答
弁　
ト
イ
レ

維
持
に
も
財
政
的
に
負
担
が

か
か
る
。
公
共
で
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
の
近
く
に
公
園
を

整
備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
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常任委員会報告

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
夏
に
急
拡
大
し
、
ど
う
な

る
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

９
月
の
秋
祭
り
や
七
唄
七
踊

り
全
国
大
会
が
三
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
物
す

る
人
た
ち
は
笑
顔
で
楽
し
ん

で
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
持
つ

力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

10
月
は
町
内
小
中
学
校
の

閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
寂

し
く
思
い
ま
す
が
、
統
合
し

て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
も
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
頑
張
ら
な
く
て

は
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
白
い
季
節
の
冬

に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
終

息
し
た
わ
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議会傍聴
　12月定例会は11月28日
に開会する予定です。
　傍聴する際は、傍聴席
には限りがありますので、
議会事務局までお問い合
わせください。

☎0178-38-5971

総務企画総務企画常任委員会常任委員会 委 員 長：中舘文雄　副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、松本啓吾

　令和４年７月29日に町担当課の説明を受け、その後、町消防団から意見を聴き調査を行い、次
のとおり意見をまとめました。

⇒　会社員の消防団員が増加し、平日（日中）の活動時の人員確保が課題となる
ことから、災害支援団員の確保や体制の整備、また、常備消防の拡充を求めて
いく必要があると思われる。

⇒　災害時における応急対策業務に関する協定により、災害時には土木・建設・
舗装業者等と応援協定を締結している。日中の火災等にも対応できる協定等を
検討していく必要があると思われる。

消防団における課題と将来の構想について調調 査査

果果結結

産業建設産業建設常任委員会常任委員会 委 員 長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉

　令和４年６月20日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　多くの園地でさくらんぼの裂果が見られた。裂果の原因を調査し、対策につ
いて講演会等を開催するなど、生産者へ周知していく必要があると思われる。

⇒　ジュノハートのブランドが定着するよう農業協同組合と連携し、販売促進に
努めていく必要があると思われる。

ジュノハート販売促進事業について調調 査査

果果結結

教育民生教育民生常任委員会常任委員会 委 員 長：山田賢司　副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、坂本典男、久保利樹

　令和４年７月５日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　スポーツ少年団の加入や運営などについて、児童に対してアンケート調査等
を実施し、課題の把握に努めていく必要があると思われる。

⇒　国や県の動向を注視しながらも、人口減少に対応した町の対応を考え、児童
が入りやすいスポーツ少年団にするよう努めていく必要があると思われる

スポーツ少年団について調調 査査

果果結結

⇒　介護施設が定員に満たず運営しているところもあることから、介護施設の現
状を把握し、問題点を行政も一緒に考えていく必要があると思われる。

⇒　第９期介護保険事業計画を策定していく上で、10期以降の介護給付費準備基
金残高や介護保険料も考慮しながら、検討を進めていく必要があると思われる。 
　また、多様なデータを精査し、多方面から第９期介護保険事業計画を考えて
いく必要があると思われる。

介護保険事業の現況について調調 査査

果果結結



９月22日３歳児健康診査９月22日３歳児健康診査

※今月号に掲載しきれなかったお子さんは、来月以降の広報で掲載する予定です。

とよかわ　せいめい ちゃん
（福田）

とよかわ　せいめい ちゃん
（福田）

ふじさわ　めい ちゃん
（平）

ふじさわ　めい ちゃん
（平）

なかばやし　さく ちゃん
（森越）

なかばやし　さく ちゃん
（森越）

かわもんぜん　はると ちゃん
（下名久井）

かわもんぜん　はると ちゃん
（下名久井）

ばば　かえで ちゃん
（大向）

ばば　かえで ちゃん
（大向）

とどめ　いろは ちゃん
（大向）

とどめ　いろは ちゃん
（大向）

JR東日本八戸駅から感謝状を受け取った同校の生徒たち
（右から小笠原天太さん、風穴勇翔さん、切無澤拓海さん）

環境美化活動に感謝状贈呈
ボランティア活動　今年で50年目

名久井農業高校では毎年、春と秋に市町村や
地区ごとに生徒が集まり、青い森鉄道沿線の各
駅や校門前で花壇整備などの環境美化活動を
行っています。
同校では、社会の一員として協力していく態

度や奉仕の心を育てることを目的にこの活動を
続けており、今年で50年目。八戸駅では春に設
置したプランターを片付け、新たに葉ボタンを
移植しました。
参加した3年の切無澤拓海さんは「八戸駅は

いつもお世話になっているので、感謝の気持ち
で活動しました。プランターを見た方に少しで
も笑顔になってもらえれば」と話しました。
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